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の く す学校教 た い 力 り育 る未来目標 り て つ: 洋 生きる ま々 を 光 土輝 台を

中 て洋 に二 あを経営する たっ
校長 福岡雅和

.今 か す、 い教 改育 革界でな つ なて んでよう いな が ま規 進模で ,
、 さ新 月しい )学 学校 教 おお習 の も 日指導要 育領 容( め が 告内 と に3 28 示

、れ し 。ま た 中学 度校 年 まで 平 かは、 完 となり成 ら す24 牟実施 。
日 に と 理その移 。行措 、 に し 、置案が よ4月 公 た それ 学24 表されま 数る 、

ら ことに も、科を 心中 、に 来 り で年度 教 成か る な す新 ましい 育課 編程を 本す 校。
度 。今年 はそ いの準備を まし り 、 し いっか 行 い うに遺漏の きな よ すて

中 。そんな 、教 変 変 あ育には 、 えては こ、 ら こ い まわ りな と らい な な とも す
何 」 。それ 「は、 が か です子 も か を に るど の せ も こ幸 利 は、子ど との 中 す益 何 心

てそこで、今年 の洋 を た え さん度 あ二 り に 知中 、経営 考 皆するに の も私 を っ
た 。いただき いと す思いま

。ご意見等 お さあり たまし ら せく い聞か だ

生 が づ 。1 徒 主役 すの を学校 くり しま

した 。①生徒 前 活 すを 行面 諸に出 を い動 ま

。②生徒の人 ま権を尊重し す

。③生徒 とを判断基準 します

・ 。様 徒々 は なの を えな 第 考課題 「生 て う か すにとっ ど 一に」 ま

し 。２ 魅力ある学校づくりを ます

.①わかる授 進藁を推 し 。ます '、.
,・各 に ニ生徒の そ 的 ー た理解 ぞ 授努め の ズに じ を・ れ れ 教育 応 業

。' 行います

い 。・1年 を 人 で ま生の数 数学 英と す語 、少 行指導

。②特 めま色あ 努 する 校学 づくりに

し 。・「英 推語教 進 続育 校」を継 ます

。・「特別 校支援 実教 推育 続践 進 を」 継 します

小 。・「 中一 す貫教 践育実 組推進校 取」に り みま

。３ 信頼さ く を すれる学校づ まり し

。①学校 まを き開 す

、 。・積 開極的な情報の 公 心 け す提供 が まを

。②危機管 を 底理 徹 します

。・生 し徒の安全 を、 心安 確保 ます

。・個 の す人 し情報 護保 理、管 を徹底 ま



へ生従 さんの皆

当 ち本 友の だ

。新しい学年 月に て ら がな たっ か し1か 経ぢま

?1年生 い しは中 年生 れ学校 年 ま生 生活 新に、2 3・ は にし ス たクラ 慣 か

?新しい友 ちだ は たできまし か

在 れ の 。友だ のち 、存 々 充は 生 さ て す日 せ るの く で活を 実 も

。「真 をの し い友 は び に情 喜 2倍 悲 を 分に み する ま、 」し す半 と言われて

?皆 んさ っんにと だ はど 人 かて な良い ちと友 です

?趣味 すが じ同 人 かで

?話し 人ていて すか楽しい で

?何で と る かも言 聞う ですこ を いてくれ 人

く い 。3つ目 なは う は に 人ど ても 友だぢ の です考え 分 ね良 自い で 、 都合 良

、本 と当 友の だち は

に く 人時 ては に真剣 意見し れる

。だ 、と 私は思います

だ の ら の人 な本 し当 での友 そ 分ちが とってほ もしい な に、 、 い人自 ま自身 望

な 。ければ りません

分 こ が自 と この だ の く にけ れるを え考 考る は の とも なで な こ、相手 えら 人 る と

。必要です

・「 し友 失は も得 ま難 書く、 い と易 」 われ す。

な 切 生スタ 、 しー た に け 大ト 、を っ の く に切 だこ も時 勉期 係強 で 人 て間関 、

'涯 わ いに たる友だ えるちに出 す会 と でい ね。

,学 し生 代は時 の 代、本 友 探当 れだ かも ませち の の ん時 な し

だ い とにも「本 の当 と友 ち と のを 本探 自 探す を す」 い 「う 分 」 ここ は と、 当 う

な 。るのです


